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｢兇蕃｣と高砂義勇隊の ｢あいだ｣ - 河野慶彦 ｢南柏の蔭｣を読む

(『野草』 (中国文芸研究会)､第 75号､平成 17年 2月)

ll.はじめに
1925年11月､片岡巌は 『台湾みやげ話』を自費出版 した｡総督府法院の元通訳官で､

台湾研究の古曲として名高い 『台湾風俗誌』26の著者が､一般向けに執筆 した同書は､全

部で51の設問(例えば r台湾人は如何なる神仏を祭 りますか｣や ｢台湾人の音楽は何なも

のですか｣)に答える形式をとっている｡回答には ｢台湾風俗誌に由る｣と記 されているも

のもあり､中門8である後者からも庖材がとられ､易 しく解説 されている｡

だがこの2冊の好物には､難易度だけではない大きな違いがある｡1184ページにも及ぶ

一̂新 『台朽風物舷』にはほとんど触れ られていないが､わずか 102ページの 『台湾みやげ

脂JlにはT7頂から登場する話腐｡それは､｢生者｣に対する蒔骨な好奇心に満ちた問答だっ

た｡そもそも同掛 ま､｢台湾に永く居人で､台湾の事を余 り知 らぬ為､台湾から帰て､内地

の人に台湾は如何所ですか､と関れて台湾は暑い暑い所でそれで生書が居 りまして酷い所

ですと云ふ位外脂すことが出来ない人が沢山｣(｢自序｣)いることを認め､そ うした人たち

を対政に､巾湾の称伯を平易に紹介することを目的としていた｡台湾に住みながら台湾の

ことをあま り知 らない､にも関わらず､｢みやげ話｣として ｢内地の人｣に期待 される話題

として､r生･M｣に関するそれが溜ばれるのである｡

同心の口和の問答を比てみよう｡

itiifj
◎台湾には生薯が居 と云ふ話ですが ど何んなものです

此の生者は内地で聞きますと台湾には至る所生書が居る様に云ふて居ますがさう云ふ

駅ではありませぬ｡(中略)其風俗習慣は全く元始的で能南洋の蕃人の絵を見ることがあり

ますが彼れ と少 しも異 りませぬ､まあ我内地の北海道の ｢アイヌ｣族の様なものです (中

略)併 し今は村落に接 した所の蕃人は大に進化 して稀に中学卒業 したものも医学校を卒業

したものもありますが之れに極僅のものであります

第二の問いと､それへの回答｡

◎台湾の生者は人の首を織ることが好きだと云ふが真実ですか

それは共実です併 し蕃人でも山麓や又人里近い所又は宗教の為教化 された所の

番人は首は首或りませぬ｡未だ教化を受ない山奥の者が多く首を織った者が勇者であ

ると友に誇る為又は祖先を祭る時又は春秋の穀祭 り等に神前に供ふる為に能 く首

狩 りに出ます､此首は老若男女の区別はありませぬ何んでも人の首であれば選ばず

蹴るので､比の風は深山の兇著に残って居 ります27｡

26片岡巌 『台糖風俗誌』台湾日日新報社､1921年

27片岡巌 『台湾みやげ据』一日井出版､1925年､pp.1-4｡なおルビは省略 した｡
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台湾 とは ｢暑い暑い所でそれで生書が居｣る所｡そ してとりわけ ｢深山の兇蕃｣は ｢何

んでも人の首であれば選 ばず練る｣､r元始的｣な存在｡こうしたイメージは､『台湾みやげ

話』に限 らず､台湾 を論 じる際に､繰 り返 し語 られ表現 されていた｡

ところで､この本が出版 された れ925年 とは､後に紹介するように､総督府による徹底的

な軍事作戦 と ｢理事道路｣の建設によって､原住民､特にブヌン族の抵抗を押 さえ込むこ

とに ｢成功｣ しつつあった時期にあたる｡植民地期の 『台湾鉄道名所案内』を分析 した曽

山毅によると､旅行案内杏に原住民関連の項 目が登場するのは 1916年版に始まり､それが

急増す るのは 1923年版か ら 1924年版にかけてのことだという｡｢山岳地域への安全なアク

セス路が確保 され｣28ることで､｢蕃地｣とそこに住む ｢番人｣が､スリリングな ｢観光資

源｣として浮上す るのは､『台湾みやげ話』の出版とほぼ同時期のことなのである｡

1943年 11月の 『文芸台湾』 に掲載された河野慶彦の ｢甫柏の蔭｣は､理蕃道路の建設

中に原住民に殺害 された 日本人警察官の息子が､新高山を踏破 し父の死の現場を肪れる物

語である｡作中の現在は 1943･牛乳 主人公たちは､山中で ｢皇軍兵士｣に志願 した原住民

青年 と出会 う｡本論文の結論をあらかじめ述べて しまうと､総僚府の支配に抵抗を続けて

きた ｢兇蕃｣が､過去を悔い改め､今や志願兵や高砂鵡弟隊として戦争に参加 していく姿

を描いたこの/ト税に､決定的に欠落しているのは､圧倒的な野市力を背県にした理帝政熊

の暴力性に対す る課税である｡ r兇蕃｣が r勇敢な高砂鈷弟隊｣に燭め直される渦線で行

使 された様々な暴力は､この作品からは完全に消し去られているのだ｡

本給は､ r厨柏の蔭｣を配み解くことを目的としているが､その方法としてむ しろ作品

に描かれなかったものを皿点的に掬いあげてみたい｡束台湾の山中で誕行された珊春政節

の文脈にこの小脱を位思づけることで､｢島部J台北とは全く児なる ｢概比地近代｣のあり

ようを考療 したい と思 う｡

2. r兇蓉｣に対する ｢職争｣

では､ ｢茄柏の蔭｣に描かれなかった埋凝政沖の癖))性とは､一体どのようなものだっ

たのだろ うか｡

1895年の台湾領有から1915年までの､台湾住民に対する粗骨材の大規模な闇叫行肋を､

大江志乃夫は日清戦争とは異なる r台湾植民地軸争Jと名づけ､次のように3つの時期に

区分 した29｡

第 丑期 (1895-1896)-･台湾民主国の廟娘から全島の野市的制圧までO

第 2期 (1896-1902)･･･日本軍占領下で漢民族のゲリラ的な抵抗が続けられた時期｡

第 3細 く1903-1915)-原住民に対する帯群的制圧を主な放題とした時期｡これは節 5

代総膚佐久間左馬太の任期 (1906-1915)に､ほぼ血なる｡

第 1期と第 2期で､漢民族の武装抵抗運動をほぼ銑圧 した総督府は.､総画棚の半分以上

を占め､各種資源の宝鹿と見なされていた r番地Jを串投すべく､新たな ｢敬争Jを開始

zl曽山毅 r山岳地嬢におけるツーリズム空間の形成Jr植民地台碑と近代ツーリズムJせ弓牡､2003年､
pp.244-246
zI大江志乃実 r値民地戦争と盆瞥府の成立J r近代日本と租民地 弗2穆J岩疲書店､1992年､pp.5-6
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する｡平定すべき対象は､そこに住む原住民であった｡

第3期が始まる前年の 1902年に､総督府参事官の持地六三郎は､ ｢蕃政問題二関スル意

見｣を提出｡ ｢帝国ノ禁令二逆ラヒ識首棟梁ヲ縦ニ｣ し､ ｢納税其他 ノ義務ヲ尽サ ルゞ ｣

原住民は､ ｢我国家ノ叛徒｣ であり､ ｢国家ハ此叛徒 ノ状態二在ル生章二対シテ討伐権ヲ

有シ共生殺与奪-～ニ我国 家ノ処分稚内二在ル｣と断 じている.

r帝国主権ノ眼中番地ア リテ番人ナケレパナ リ｣｡ この一言に象徴 されるように､ ｢本

島全 面積 ノ五十六割 ヲ占メ林産二鉱産二将夕農産二利源 ノ蔵庫｣である ｢蕃地｣は重要で

も､そ こに住 む ｢帝人｣は､総督脚 こよって ｢生殺与奪｣を握 られた存在で しかなかった

の で あ る30｡

1910年 か ら 14年まで､｢本島統制上最モ重要ナル政務｣として実施 された ｢五箇年継続

ノ 理 膚 JJE集 J に よ っ て､佐久間左馬太は､ ｢南北千二百方里ノ草地全ク寧静二帰シ蕃零十

11Tニ 拭 悉 ク 良 作 二 解 ｣3Lわせ ることに r成功｣ したとされている｡

『佐 久 間 台 湾 紐 解 治紡概要』は､理蕃事業に精力を注いだ彼の ｢偉業｣を顕彰するため

に総督 府 が 刊 行 したものだが､その軍堺行動の珂安なさは､使用 している語桑からも窺い

知ることができる｡日く ｢占領｣｡日く ｢押収｣｡｢討伐｣r撃破｣｢撃壌｣｢操縦｣｢庸懲｣｢殺

偶)｢JtlJu｣r焼究Jr駆退｣r処分｣r威圧｣･･･と言葉は続き､r復起ツ能ハサルニ至ラシメ

タル｣という3L'汀さえ､晴 らしげに称きこまれているのだ32｡

W.和三代に対する佐久間の容赦ない攻撃は､r其生殺与奪ハーニ我国家 ノ処分梅内二在ル ｣

と･い う考えを火TJしたものだった｡ しか し総督府の r戦争｣に､絶望的な抵抗を行った原

住民は､まさにそのことによって､ ｢頑迷｣な ｢兇蕃｣ と見なされ､さらなる ｢鷹懲｣の

対象に数えられてい く｡

だが､これ ら一連のジェノサイ ドによっても､ ｢蕃地全ク寧静二帰｣す ることはなかっ

た｡1915年 5月 1日に総督を退任 した佐久間が､台湾を離れる前 日 (5月 12日)に花蓮港

庁の山中で大事件が発生 した｡河野慶彦が小説 ｢頁柏の蔭｣で播いた､カシバナ事件 (5

月 12日)と数 日後のターフン事件 (5月 18日)である｡

3.河野康彦 とい う作家

1906年に宮崎県に生まれた河野慶彦は､大分の師範学校を卒業後､大分県､東京府､宮

崎県で教職につき､1937年に台湾に渡る｡河野の死後､家族によって自費出版 された 『ふ

るさと美 津々』には､｢昭和十二年渡台｡台南州公学校､家政女学校で教鞭の傍 ら文芸台湾

同人として執隼｣33と記 されている｡昭和 17年版の 『台湾総督府及所属官署職員録』にも､

r台南市や国民学校 台南市費町 340 初等科 36学級 高等科 3学級 訓導 河野慶彦

(宮崎)｣3一とい う記録がある｡戦後は宮崎 日日新聞社に勤務 し､1984年に 78歳で亡くな

30r持地参事官ノ蕃政間頓二関スル意見｣ 台湾総督府挙兵本署 『理蕃誌稿第一編』1918年､pp.179-275

31r佐久間台湾総督治鎌概要』台湾総せ府､1915年､p.7､p.96

32同上､pp.79-96

33河野慶彦 r著者略歴｣『ふるさと美々津J)白井出版､1985年､ページなし

3-台湾総督府編 r昭和十七年十一月一日現在 台湾総督府及所属官署職員録』台湾時報発行所､1943年 3

月､p.643
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った｡

1940年 1月に創刊 された『文芸台湾』に､彼の文革が初めて載るのは､第 5巻第 1期 (1942

年 10月)なので､同誌 との関わりはさほど早くはない｡ しか しその後､河野の作品は 『文

芸台湾』に頻繁に見 られるようになる｡隼者が確瓢できた､植民地時代の河野の文章は以

下の通 り｡

発表年月 掲載誌 巻号 タイ トル 備考

1942.10 文芸台湾 5-1 鶏肋 ;アンケー ト-の回答

1943.3 文芸台湾 5-5 台南地方文学座散会

19.43.4 文芸台湾 5-6 流れ

1943.6 文芸台湾 6-2 眼 辻小説

19.43.7 文芸台湾 6-3 教わか し

19.43.9 文芸台湾 6-5 手紙

1943.ll 文芸台湾 6-6 甫柏の蔭

1944.1 文芸台湾 7-2 皇民感情の純化 決倣会故での発言

19.44.I 文芸台湾 7-2 思想戦-の結典

19.44.A 文芸台湾 7-2 とんぼ玉

19..44.3 生死の海 年解けて 台湾出版文化株式会社

1944.6 !台湾文芸 i-2 文学者としての僻起

1944.6 台湾時報 ララチの夜

1944.6 台湾時報 晶細君愉 作晶舶 r附欣｣について

1944.8 台帝時報 細井をめぐりて

1944.ll 台湾文芸 1-5 鮭非工 脚傾脱番糾作舶

1944.12 台湾文芸 1-6 十月十二日 辻小悦

1944.12 台湾文書 I-7 絹典後妃

九945.I 台湾文芸 2-1 細塊後記

こうして見ると､台湾における河野の文学活動は､わずか 2年余 りに過ぎないが､この

短い期間にかなり精力的に作品を発袈していたといえるだろ う｡『文芸台湾』のリーダーで

あり､短額粂 『生死の梅』の編者でもある西川前削ま､河野について次の よ うに述べている｡

河野慶彦君は､河合三良書とならんで今の台湾で もつ とも うまい′ト脱を砂く人のひ

とりである｡これほどの力僻は決して一朝一夕で うまれるものではない ｡ 群実､文学

経歴 も 古い｡しかも近年の著しい持越の跡は､私たちを叱噂 して余 りある｡この作者

にはす で に r膚柏の軌 と云ふ傑作があるが,r年脚 ナて｣ また しみ じみ と燈下ひも
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どくにふさはしい佳清であらう35｡

西川によって高く評価 された ｢房柏の蔭｣とは､いったいどのような ｢傑作｣だったの

だろうか｡

4.r訂柏の蔭｣ - 語られることのない20年の ｢空自｣

小脱 r磁軸の蔭｣については､窪川鶴次郎による次のような同時代評が残されているo

rlH首相の頗J(河野康彦 ) 前 作 r添わか し｣とは作風がすっか り異なってゐる｡重

It?の感はあるが､文帝が硬 くて少 し読むのに骨が折れるC台湾で教師をしてゐる ｢私｣

と､その辿練の､近く大学を卒業 して軍隊に入る重見とが､新高山を登破する記行文

である｡ しか しこの旅は､盃見にとっては長い間の念願が叶って父の永眠の地を弔ふ

ためで あ っ て､そのや うな意味が盃兄の文についての物語と共に作品の基調をなして

ゐる ｡

一 巡 裾 として未開の奥地良化のために殉職 したこの父の物語は､今殉職の現場を旅

しつ ゝ ある子の唱兄を中心にして､た 一ゞ人の我が子を自分だけの手で育て 来ゝて今

は 御 国に捧げようとしてゐる母の姿を､父在 りし日の妻として､私の心の中に強く思

ひ 川させようとする｡ しかし物階は､群実の一応の鋭明に止まってゐる｡私はいよい

よ､内地人のさまざまな生活の経歴と咋伯とを背後に引いてゐる渡台生活史ともいふ

ペ沓作品を耽みたくなった3l｡

窪川が簡登に要約 したように､この小説は､語 り手の ｢私｣が､遠縁の大学生重見順三

と共に､｢新高山を登破する記行文｣ というスタイルをとっている｡順三の父親は､台湾東

部の山地に勤務する警察官だったが､八通関越理蕃道路の建設中に原住民に殺害された｡

その死からおよそ20年を経た今 日､まもなく軍隊に入る順三は､｢今生の名残に､幼児よ

りあこがれの地たりし台湾の土を踏み､且は父の霊永久に眠る地を訪れたい｣という願い

をかなえるために､新高山に登ることになったのである｡

中晩は､r私｣と順三の新高山紀行を作中の現在 (1943年夏)として設定し､その中に､

順三の父親である直三の物語を挿入 している｡しかし直三の死から今 日までの約 20年間に､

束台湾で発生した一連の出来事は､ほとんど措かれない｡夫が死に､順三の母が幼い息子

を連れて郷里に帰った後､この地で何が行われたのかについて､作中の誰もそれを語らな

い｡

新高山紀行の宿泊先のひとつであったターフン駐在所で､巡査と小学校の校長から､こ

の地域の歴史を ｢私｣たちは聞くことになるが､そこで語られたのも､プヌン族による度

盛なる駐在所弾撃事件 と､それとは対照的に高砂義勇隊の志願者を生み出す今 日の ｢安定｣

ぶりだけなのである｡ ｢アリマン ･シケンもラマタ ･センセンも帰順 し､蒙昧粗暴であっ

35西川浦 ｢駿Jr生死の海JI台湾出版文化株式会社､1944年､p.225

36軌H他次郎r台湾文学半ヶ年 (1)- 昭和十八年下半期小鋭総評 『台湾公論』1944年 2月､pp.108-109
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た山の者達も､教化を受 くるに従って､皇化に浴 し､今は皇民たるの喜びの中に生薬に従

事 し､これ らの事件も今は昔語 りになったのである｣ とい うように､現在の ｢成果｣が強

調 されるものの､彼 らがいかなる r教化を受｣けてきたのかは､ついに述べ られないのだ｡

だが､語 られなかった20年の歳月の中で､ ｢兇蕃｣は高砂義勇隊- と ｢矯正｣されたの

である｡ r蒙昧粗暴｣な ｢兇蕃｣と高砂義勇隊の ｢あいだ｣には､いったい何があったの

だろうか ｡

まず 東 台湾の山中で命を喪った重見直三について､述べておこう｡
r私 ｣ と 同 郷の重見直三は､郷里でも有数の商家の跡取り息子として生まれ､クラリネ

ットや 自 転 車 競 争 に熱中するような青年だった｡父親の決めた線紋に反発 した彼は､恋人

と共に 台 湾 に 逃 げ る ｡ 巡査となった直三は､実家の者に連れ戻されるのを恐れ､辺即な東

海岸の 山 地 勤 務 を 自 ら 志 願するが､理蕃道路の建設中に原住民に首を蹴られ､あっけなく

この世 を 去 っ て し ま う の だ 37｡

直三 が 命 を 落 と す こと に な っ た r̂ 通関越理蕃道路｣は､プヌン族による駐在所単世辞

件をき っ か け に ､ そ の 建 設 (1919 年 6月～1921年 10月)が決定されたものである｡

｢房 柏 の 蔭 J に も 触 れ ら れ て い る 通り､台湾東部に位位する花逓倍庁の山中に初めて駐

在所が 設 置 さ れ た の は ､ 1911 年 の こと｡当時 ｢奥地統治の要衝｣であるターフン社には､

プヌン 族 の ｢兇 蕃 ｣ ア リ マ ン シ ケ ン が､｢執鋤に当局の手を悩まし｣ていた｡総督府は彼ら

の抵 抗 を 抑 え る た め ､ 狩 猟 生 活 に 不 可欠の銃潜押収に苛手する｡そうした中､1915年 5月

12日 に カ シ バ ナ 駐 在 所 ､ 5 月 18 日 にはターフン駐在所が相継いで処世され､あわせて 17

名の 警 頼 官 が 殺 沓 さ れ た 38｡ 不 仲 の 背後に､アリマンシケンとその兄ラホアレがいるとや

えた 総 督 桁 は ､ 山 奥 深 く に 逃 れ た 彼らを r肘tR｣するために､野竹作職のための弧絡畑収

を決 定 ｡ r大 正 八 年 台 膿 ､ 台 申 両 州 庁から入山した路線網悲曙の作遜-rるやtl引ここに叶=こ府串

LJ 39た ｡ これ が r八 滴 関 越 埋 草 道路｣で ある｡

r工 称 が相 当奥 地 に進 ん だ 頃 か ら､道路 階 の特 呼 ､交油肴 の狙撃 などが､多くなったの

で あ る｡ 正 兄 の 父 の殉 職 も この 道路 工砂 中の 山楽 7打で ､沿銀 地多の碑 も､jdこの､即!pの噂

い殉 職 者 で あ っ た ｣と/ト祝 に も紀 されてい るよ うに ､この迎路は､r米帰順雌タル ｢-/ヌン｣

族 ノ 占居 地 域 ヲ俄 断 ス ル モ ノ｣ 10だ ったた め､彼 らの激 しい抵抗 を引き･旭こした｡完J'A級

の 道 路 沿線 に は ､30 カ 所 の駐 在 所 が醗配 され ､ r瓜 部台碑 ノlJfl発促進ハ勿給同方[6U,･族 ノ

I-正三の例か らも分かるように､台湾 とは様々な理由で 日本で生活しづらくなくなっf甘たちの.脱出先
のひ とつだった.在台日本人作家にとって､そうした人々の運針 土､決して他人ごとではなかったはずで
ある.河野慶彦が､ r文芸台袴Jに息抑 こ発表した小悦 r流れJ (1943年 4)1)には､娼母との関係の
こじれから,連れ るように台湾にやって来た大工が丑墳するし､新垣宏一の r山の火｣(r文芸台湾』1943
年 1月) も､生活力のない主人公が.r何処かに逃げ出 したい免押Jを押さえきれずに台痛に錬り､肘は
民を使ってJFの採取をする日常が描かれている.

I rrタ-フン)駐在所 ノ著書J台所総督府警務局 r理非tf綿第四編11932年.pp.13-18
1毛利之便 [̂ 通脚越警備iB路Jr真台湾展gu 束台湾味′会.1933年､I.～-ジなし
なお､稔督糾 i r覆審迂路Jの捷投 と同時期に､警境局に飛行班を設置 (1919年)し,r番地威嚇飛行J
や r響他律撃Jを繰 り返 し実行 した.空から傭弾を投下された r馨社｣は.r共生列なる作製を央見し､
所有銃潜 を堆供 して帰敬 を文節するに至ったJとい う.藤崎漬之助 r台湾の&族J国史刊行会､1930年.
I.640

o rA通常趨響也穣断道路ノ起工 卜花登簿庁作業辞ノ著書jl理暮渡橋第四拍1.pp.516-517
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制圧｣41に､大きな威力を発揮する｡こうして東部山中の奥深 くまで､｢警察官空間｣が出

現 し､そこに生きる原住民を監視と教育の対象としていくのである42｡

r理帝道路｣の完成後､ア リマンシケンは､一族を率いて高雄州旗山郡の奥地 rタマホ｣

に脱出 したものの､度盃なる飛行機からの爆弾投下や大砲による砲撃などを受け､1930年

11月に ｢帰順｣を決意する｡その後は､｢克く官命を奉じ､衆に率先 して農耕に励み善良

な膚人 として晩年を全 うし｣ 43､ 1935年に 57歳で死亡した｡

アリマンシケンの兄で､r最後の未帰順者｣といわれたラホアレも､1933年 4月に高雄

州庁に出向き､r帰順式｣を挙行｡r之に依 り本島蕃族中には所謂未帰順蕃なるものが無く

なり冊く広大無辺の亀化に浴することになった｣榊｡1941年 6月に 72歳で死去45｡

I-カ､｢本島理#･の癌J佃と称され､魚も頑強に総督府-の抵抗を継続 した ｢イカノバン｣

社のラマタセンセンも､1932年 9月に発生 した ｢大関山事件｣の犯人とされ､同年 12月

に辿抑されてしまう｡1933年 1月､｢多年ノ懸案タリシ未帰順者ノ巣窟イカノバン一帯ノ

解決｣17を娘たした理♯当局は､｢既定方針 (rイカノバン｣の居住禁止)を実行すべく､｢ラ

マタ｣一族を甘め在住蕃人の既存家屋の焼却､耕地作物の昧欄などを｣48断行 した｡事件

後､ラマタセンセンら ｢兇行番人十名は死刑処分をせず霧社事件の例に倣 らひ留置処分を

鵜すことに略決定 し､兇行者を出したイカノバン社はリラン山及びエバコに移住させるこ

とになってゐる｣19と報 じられたが､その後の消息は､全く伝えられていない｡

紐骨牌を悩ませ純けたアリマンシケン､ラホアレ､そしてラマタセンセンというブヌン

族の4.だたる r兇'bF･｣たちは､1933年の僻までに､すべて r帰順｣､もしくは逮捕された｡

こうして理蕃道路の建設によって形成された ｢警察官空間｣は､｢未帰順蕃｣の消滅によっ

て兼台湾全体に拡大 した｡その後､この他では､強制的な集団移住と､原住民に対する徹

底 的な ｢国民教育｣が展開されたのである｡

原住民典落の集団移住は大正期から始まっていたが､それが本格化するのは､1933年 8

月 ､つまりラホアレの投降からわずか 4ケ月後に､ 『蕃人移住十箇年計画書』が作成され

てからである｡山中に分散 して居住 している原住民を､駐在所の監視下に置くことが最大

の目的だった｡また､ ｢狩猟ヲ事 ト｣する生活を捨てさせ､ ｢定地耕二就カシメ｣ること

lLr̂油関越道路完成｣台湾総督府学務局 『理蕃改稿第五編』1938年､pp.145-146

12施添描 r地域社会輿響蕪官空間 - 以 日治時代関山地方為例｣『東台湾郷土文化学術研酎会』2000年､

p.1

ターフン称件に対する総せ府の報復は､八通関越理蕃道路の建設だけでは終わらなかった｡r花蓮港庁玉

里支庁管内ターフン杜蕃人は､先年駐在所典撃以来､未だ我招撫に就くに至らなかったので､是等の兇蕃

珊憩の目的を以て､玉里分速隊に行軍を請求せ Lに､大正十年五月より同年十二月下旬まで､将校以下百

五十名ターフン社に駐屯 し､此間に於て兇行暮二十余名の処分を了するに至った｣｡同注 14､藤崎済之助､

p.849
13｢兇名を純はれたア リマン病死す｣『理事の友』理著の友発行所､193･6年 2月､p.8

小 ｢理蕃史上画期的記録 タマホ社の帰順｣『理事の友』1933年 5月､p.10

-Sr項目ラホア レ死す｣『理事の友』1941年 8月､pp.6-7

18瀬野尾寧 rサクサク砲台と原警部の遭♯J『蕃界稗史 殉職秘話』 自弁出版､1935年､p.221

17浅野虫雄 r大関山番脊事件の完結J『台湾替秦時報』台湾響蕪協会､1933年 11月､p.93

18改野洩堆 r大関山蕃脊事件の顛末 (六)JF台湾警察時報』1933年 7月､p.104

19r兇行啓人十各は留敢処分に決定 イカノ薯社は移住か｣『台湾 日日新報』1933年 1月 14日
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で､ r平地ノ文化二接近セシメ､而テ彼等ノ野性ヲ脱却｣soさせるとい う文言 に明 らか な

ように､伝統的な生活方式の改変を通 じて､彼らの価値体系を自己否定させ る こ とも 目論

んでいた｡ ラマタセンセンの拠点であった台東庁関山地方に住んでいたブヌ ン族 は､ 1942

年までに人 口の 69% が集団移住を強制された｡大規模な移住によって山地 の風 景 まで もが

一変 したとい うsl｡

1930年の霧杜 事 件 に よって､総督府は理蕃行政の刷新を迫 られ､翌年 12月 に ｢理蕃 政

策大綱｣が制定 さ れ る ｡ ｢理薯は蕃人を教化 し其の生活の安定を図 り一視同仁 の聖徳 に浴 せ

しむるを以 て 目 的 と す ｣ 52とい う第一項に示 されているように､原住民は ｢其生殺与奪｣

を一方的に握 ら れ た 存 在 で はなく､ r教化｣の対象として位置づけ直された｡つまり､ r彼

iiifi
等の弊習を矯 正 し 善 良 な る 習 価 を襲ひ国民思想の滴喪に意を敦｣ (第四項)すために､新

たな教育体制 が 求 め ら れ る こ と になったのである｡

原住民に 対 す る 教 育 の 担 い 手 は､警察官であった｡各地の旺在所には､四年制の教育所

が設置 され ､巡 査 が 教 員 の 役 割 を 果たした53｡r響秦官空間｣が束台湾全体を監視下に位 く

中で､原住民児恵の就 学 率は､漢民族児缶と比べても格段に高く､｢国際｣習得も揃い レベ

ルを示 したSl｡ 日本人 巡 査が原住民の百薬を辞そうとしないにも関わらず､授業が成立 し

た背条には､r先住 民 児 壷 の r学習｣意欲｣があることを､北村爵塩は指摘 している｡原住

民の ｢智能の低 さ J や ｢薬味｣をあげつらうことで､そうはなるまいと努力する子どもた

ちの意欲を､総 督 府 は 掠 め取ったのである｡『理帝の友』には､｢放後の未帰順番｣ラホア

レが率いていた rタ マ ホ祉J出身の冊年の､次のような発rTが相磯されている｡

高雄 石 田 良 民 潜 我がタマホ祉帝人は食品で一番迎れてm･る豚経で昭和八作に

始め て 帰 順 し た も のであります｡非の他のプヌンrHl族もよく世の中の畔がわかり淡せ

ん｡ で す か ら我噂中年は大いに由覚して祉衆を蒔き ､一 円も早く皆さんのbuuJ-に追ひ

つく様に したいと思ってゐます88｡

原住民の竹年エ リー トは､rr悔い改めた潜入 J と して ､ 統治G 日本の強いるイデオロギ

ーを鼓吹す ること｣56が期待されていたと､ 宇 野 利 玄 は 述 べる｡ とりわけプヌン族や犀牝

事件を引き起こしたタイヤル族の骨隼たちに は ､ 自 らの祖 先の ｢他かさ｣を申光 して批判

することが求められたのである｡

父警瑛局軽輩霞 r辞人移住十歯車計画書J1933年｡山路勝彦 rr文明化｣-の使命と r内地化｣J 『台湾

の紐民地統治J日本図書センター.2004年.p.145より再引用｡

Il同注17､p.28
iZ鈴木作大粒 r台純の審族研究J台湾史舟刊行会､1932年.pp.495-605

i)北村憂患 r馨童教育所の救員が巡査であったことJr日本台凍学会報 第 6号JI日本台湾学会､2004年6
月
i-r高砂族の軟膏J台稀捻督府警携局.1944年､p.31､I.5O
LSr理響史上光畏ある一貢を鋳る 高砂族青年団幹部懇政会Jr理啓の友J1935年11月.p,3.この発13
に対して.r兇雄ラホアレに按申されて頑強に反抗を続けて来たクマホ牡にも､今や広大無辺なる艶恩が
及んでみるJとのコメントがつけられている.
払宇野利玄 r台湾における l蕃人)教育Jr台絹霧牡蜂起事件J社会思想社､1981年.p.108
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もうひとつ､1944年に出版された 『拓け行く皇民 (高砂族児童綴方選集)』から､ ｢台

束庁チヨカクライ教育所三年 パザゾロン瀦次郎 (十一歳)Jの作文 ｢オ トウサンノハナシ｣

を紹介 しよう｡

管私共ノ之宜とハ大-ン悪イ人ガオホカッタ トイフコトデア リマスo自分達ガ働キ
ヽヽヽヽ

ナガラ同ジ所ノパイワン トモ戦ツテ居タサウデス｡ 戦ツテマケル人ハクビヲ トラレテ､

サウシテ トツタクビハ自分ノ家ノマエデ持ツテ帰ツテ又自分ガマケナイヤウニオ祭

リシタサウデス｡(中略)教育所二入学シテ､国語モ語ル事力出キルヤウニナル ト良

イ日本人ニナ リマスカラ､アリガタク感ジテ居マス ト音ノ年ヨリガ言 ヒマス｡

昔ノ藤イコ トハ､今私達教育所ヂペンキヤクシテヰル人ガナホサナケレバナ リマセ

ン｡

甘ノ年シヨリハ本当二番カッタ｡

ナンニモナィ､ツマラナイコ トパカリシテヰマシタ｡私共年 ヨリモ今ハ一 日モコノ

国家ノせ トワカツテ忠盛ヲシナケレパナラナイ心ガアリマス57｡

(波線､傍点は原文のまま)

1944年に 11歳という作文の8き手は､｢理蕃政舛大綱｣以降の教育体制の中で成長 した

はずだ｡ r私此ノソセン｣は rナンニモナィ､ツマラナイコ トパカリシテヰ｣ たこと､今

後は､r良イrl本人ニナJ り､r忠叔ヲ｣果たすよう努力すること､こうしたことを原住民

の Fどt)たちに内面化させることが､｢国民思想の滑車｣にはかならなかった｡

そして大東亜戦争期において､ ｢良イ日本人ニナ｣る最も ｢正 しい｣方法とは､志願兵

や高砂義勇隊として､戦場に赴くことだったのである｡

r扇柏の蔭｣の中にも､志願兵に志願するプヌン族の青年が登場する｡兄はすでに高砂

義勇隊に行き､自分も志願兵志願中だというターフン駐在所勤務の 23歳の警丁は､ ｢ブヌ

ンは昔は乱暴しました｡智慧が低くて､分からなかったのです｡今はもうすつかり変 りま

した｡ (中略)私の兄さんは国防献金をしました｡そして､大臣から賞状を頂きました｡

(中略)私は陸軍の志願兵になります｡この前玉里に行って身体検査をしました｡｣と､

誇らしげに ｢私｣たちに腐 るのである｡

5.新高山にて

本論の最後に､｢私｣と重見直三の､新高山登山の ｢現場｣に戻ろう｡

大 東 亜 戦 争のただ中で､新高山に登るという行為は､父親が殉死 した場所を訪れるとい

うこと以外に､合意されたものはなかったのか?また帝国最高峰の新高山に登るという行

為は､いかなる条件のもとで､可能になったのだろうか?

先に紹介 したように､窪川鶴次郎はこの作品を､｢新高山を登破する記行文｣と言い､｢文

章が硬 くて少し読むのに骨が折れる｣と感想を述べた｡私も ｢甫柏の蔭｣を初めて読んだ

時､くどいまでの風景描写や植物名の列挙に､できの悪い登山ガイ ドを読んでいるような

sIバザノロン幣次郎 rオトウサンノノ､ナシJ『拓け行 く島民 (高砂族児童綴方選集)』南方圏社､1944年､

pp.57-59｡ ｢チヨカタライ教育所｣は､バイワン族の児童が通った教育所である｡

24



錯覚を覚えたほどだ｡実際､｢私｣たちの旅程は ､ 当時刊行されていたガイ ドブックに掲載

されたルー トを､忠実に辿ったものなのであるSS｡

元来､プヌン族の制圧 を目的 として建設 された八通関越理蕃道路は､:｢山岳地域-の安全

なアクセス路｣(曽山毅) として､新高山-の登山道に変貌 した｡｢は じめに｣ で述べた通

り､1920年代の半ばか ら新たな観光地として ｢番地｣が浮上するのだが､30年代に本格化

する集団移住は､登山活動に対する人為的危険性 (｢蕃害｣)を排除することにもなった｡

また 1930年代には､台湾における国立公園の設置と連動 して､登山が大衆 的 なスポーツ

としてブームになる｡ 日中戦争が拡大 し､皇民化運動が推進されていた 1937年 12月､大

屯､次高タロコ､新高阿里山の 3カ所が国立公園に指定された｡国立公園は､時局柄､銃

後国民の体力錬成の場 と見なされ､登山も単なるレジャーではなく､ ｢体位向上｣の手段

だと見なされるようになったのである59｡

登山の大衆化にともない､多 くの登山案内番が出版され､同時に自らの登山体験を､各

種メディアに発表する機会 も増大 した｡1926年には､公学校の ｢国階｣教科むに､r新高

山｣が単元として登場する｡また 1944年版の初等科国簿教科Oに収録された ｢新高登山｣

は､｢日本で一番高い所を歩いてゐる｣こと-の｢ほこらしい気持｣や､山頂付近で高砂族

の仔牛に出会 う場面など､r南柏の蔭｣とよく似たエピソー ドが織 り込まれている60｡教科

番に措かれた新高山は､そこがもはや ｢安全｣な場所に変わったこと､すなわち総骨府の

コン トロールが全島すみずみにまで及んだことを､台湾人児立に納得させ る役割を果たし

た､と林政君は分析 している61｡小税にも､花避港の女学校の生徒グループが新軌山 こ登

ったという記述があるが､これもまた ｢蕃密｣に悩まされた過去とは対称的に､女学健で

さえ登山が可能だという､現在の r安全｣･性を部づけるはたらきをしているのだ02｡

1930年代1削ぎ以降､原住民はもはや登山省に危険をもたらす存在ではなく､r風穴Jの

一都として絶好の見物対故になった63｡大成亜職争卿に出版されたガイドブックには､｢ナナ

湾山岳の特色Jと紺する以下のような文中がある｡

原始文化観食は台湾の筋砂族が作る所の生活免税であって､元束が狩猟也倍棚式 を離

れぬ彼等の人となりと部落や其の他の称柄は､風ftからいっても全く独白な別 姓卯的 ､

魅惑的のものであり､又登山の立場からいっても興民族であり将始文化 氏族である彼等

と､菅泰官と登山者から成る一隊が山を越え谷を捗り磯原を行き野営 す る銘分 と光魚は､

立派なエキスペデイシヨンであって､恰もヒマラヤ追従の 見分 になる と さ-いはれ でゐ

る｡之等は古来開け切った田本内地や聴文明国にゐ た省 の政大の姉妹 で あ ら う｡彰す る

に台湾山岳は其の形成､舟観非凡にして特 典 な る もの あ り､原始 民族 を山民 と して和 し､

新高山の一部その他僅かの高山が 大 衆 化 され た だ けで ､未 知 の処女境 少 か らず､然 も働

■r台袴･鉄道蹄行寮内J東亜旅行社台紡支部､1942年.pp.163-167

■林攻君 r日本帝国主投下的台滞丑山活動J台袴師範大学体育学系紳士給文､2004年.pp･276-277

叫｢新高丑山1台沌総督府 r初等科国籍七JL944年.pp.85-93

tJ同注34､p.15O
c同上.pp.165-166
01935年に刊行された r台袴の尿Jには､r窄界祝事削ま台碑康行上舟 も興味ある一つであります｡各港牡

の情勢は至って平静で些しの不安もありませんJと紀されている｡ r台袴の旅J始政四十周年紀念台湾博

覧会､1935年､p.33
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者串発の成功によって今 日殆ど全く安心 して登山をなし得､且つ尚書地登山の場合は未

だ常に遠征気分になれる､といふのが特長なのである640

｢全く安心して｣かつ ｢常に遠征気分になれる｣台湾の山岳｡1930年代から新高山登山

が 大 衆 化 していった背条には､｢蕃情Jの安定だけでなく､もともとは理蕃道路であった登

山道や阿星山鉄道が整備 され､交通アクセスの利便性向上､各地に点在する駐在所に付設

された宿泊施設の充実など､登山を支える物理的な条件が整っていったことが大きい｡も

ちろん､登山者の荷物 を廉価で運んだり､さらなる道路整備に労働力を提供する原住民は､

｢全く独 自な別世界的､魅惑的｣な ｢風景｣の一部となることを期待される一方で､登山

の大衆化には不可欠の存在 となった65｡

r荊柏の蔭｣にも､新前山の山頂付近で ｢荷物を背負ったJ高砂族の青年とすれ違い､

彼 ら の 側から r明瞭な発音｣で r今 日は｣と声をかけられる場面が描かれている｡『台湾鉄

道旅行 案 内J)には､登山者の ｢心得｣として､r高砂族に対 しては異民族扱ひをせずに同胞

として盤 してもらひたい｡彼等は山の道で行き過ぎても必ず明瞭な日本語のあいさつをす

る｣ 88という注意がなされていたが､小祝でも､rr今 日は｡｣と私達も親 しみを龍めて答礼｣

するのであ る ｡

だがここで見逃せないのは､登山の最終 日に蕨駐在所から卓麓-向か う途中で､道路作

濃に従耶 している20名ほどの原住民とすれ違 う場面である｡

御蔵山踏破のhR抱で､初めて制服を苅ていない原住民と出会った ｢私｣ は､｢この一群は

何か無気味に感 じられた｡にこりとも笑はぬ､鈍い､しかし怒ったや うな表情で､通 りか ゝ

った私達を見てゐるのであった｣と､その不安を隠そうとしない｡それまで遭遇 した原住

民が､警察の制服を身にまとい､快活に志願兵-の憧れを語ったのに対 して､｢生者 ｣絵は

がき67そのままの ｢肩から､袖のないチョッキのや うな布をかけ､腹をつき出 し､碑の前

を垂らしてゐ｣る男や､｢赤黒い肌の上に､ネル地のや うな赤縞の禰衿のや うなものを着て､

布を頭に巻いてゐ｣ る女たちは､その表情とあわせて ｢何か無気味｣で ｢私｣ の恐怖心を

かき立てるのである｡

すでに無害化されたはずの原住民に対する､この ｢いわれのない｣恐怖は､総督府が宣

伝し､河野自身も作品に描いてきた r安全神話｣の脆さを露呈させかねないものだった68｡

81T台湾に於ける登山の注意｣ 同注 33､『台湾鉄道旅行案内』､pp.14-18

66そもそも､r未帰順蕃｣ を武力制圧するための理蕃道路自体が､原住民の労働力によって作 られたもの

だった｡首 うまでもないが､彼 らは､挙轟官の指揮のもと強制的に動員されたのである｡王学新 ･許守明

｢日治時期東台湾地区原住民労働力之利用｣『東台湾研究』第 4号､東台湾研究会､1999年 12月｡小説

中にも､ トマス蛙在所の巡査が､道路補修のために原住民を日常的に使役 していることを語っている｡

66同法39､p.18｡ r高砂族｣は同じ文章の中でも､ある時は ｢異民族であ り原始文化民族｣と見なされ､

別の箇所ではr異民族故ひをせずに同胞として愛 してもらひたい｣と指摘 されていることは見落とせない｡

結局､原住民とは､｢日本人｣に一方的に定義づけられる存在でしかなかったのだ｡

671910年代に台袴では 8枚 1組で 20銭の絵はがきが販売され､台湾への旅行客や台湾在住の日本人に歓

迎された｡その項材には､原住民を撮影したものが圧倒的に多かったとい う｡松本暁美 r序｣『台湾懐旧』

台袴 ･創意力文化事業有限公司､1990年

また絵はがきに撮影された原住民イメージについては､陳芳明 r殖民地社会的図像政治 - 以台湾総督府

時期的写其為中心JF殖民地摩登』台湾 ･安田出版 2004年を参照｡

68大東亜戦争を目前にした 1941年 3月､台東庁関山郡で､プヌン族による駐在所典撃事件 (r内本鹿事件｣)
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しか し河 野 は ､ 理 蕃 政 策 の r達 成 ｣ に 対 す る懐 疑 に 結 びつきかねないこうした不安感を､

こ れ 以 上 突 き つ め て 描 こ う と しな い ｡｢- ぽ ん 年 長 者 と思はれ る老爺｣が､｢今 日は｡｣と ｢表

情 も 変 - ず に 言 ｣ い ､ ｢一 斉 に ､ そ こ に ゐ た 男 女 が 今 日は､と連呼｣する中を､｢私｣たち

に 通 り 過 ぎ さ せ る こ と で ､ この間 軌 ま回 避 され て しまう｡わずか 2年前に発生 した内本鹿

事 件 の よ う な ､ 総 督 跡 こ 対 す る 原 住 民 の反 撃 可 能 性 をどこかで感 じていたからこそ､作者

は ｢私 J の 恐 怖 心 を 封 印 さ せ た のでは な い だ ろ う か ｡

そ し て 最 終 目 的 地 の 玉里を目前 に して ､ ｢私 ｣は ｢何か しら人間の沢山ゐる世界に出るこ

と の 喜 び の や うなものが､心奥にうづ うづと湧き起 ってきたのであった｡裟婆のなっかし

さといったや うなものであった｡阿里山を出てからは､山の宿の人､駐在所の巡査 と響丁

以外の人に絶えて逢ふことなく､人間の衆落を見なかった旅の後で､人間の群 り漉いてゐ

る町を遠望 した時､言ひ難い人間臭-の思慕を感 じJる｡10日ぶ りに ｢蕃界｣を抜け出し

安堵する ｢私｣の脳裏に､山中で出会った ｢無気味｣な原住民の姿が睦 らなかったとはい

えないだろう｡

小説の最後は､玉里を間近にした地点での､次のようなふたりの会話である｡

突然重兄は言ひ出 した｡

r伝鋭ですね｡父のことも､ターフン申件 も､ラマ タ ･センセンも､ア リマン ･シ

ケンも､みんな伝祝ですね｡｣

私は彼の長い間の父親-の思慕 と､父を奪った自然 と､人とに対する数々 の 思ひの

中から､突然首ひ放ったこの百薬に感肋 した｡

｢さうだ｡伝悦だ｡｣

と私も官った｡音階 りなのだ｡すべて､廿々の偶なのだ｡沿辺の敬多い殉 職 H･の柵

の中には､××戦死の地と噴かれたものもあった｡ しか し､もはや､その何 処 に も榊

煙の臭は感じられ なかった｡先人の尊い血に､感附せずにはゐられなかった が ､現 炎

は､それが身近かな もの と恩はれ ないまでに変 りきっ てゐた｡これはロ8生みの伝脱の

-つなのだ｡ラマ タ ･セ ンセ ンも､ア リマ ン ･シケンも､良職歴 とtGJじ､追い仲の人

の名前なのだ｡私は さ う考へた｡

長府彦とは､神武天包率 いる r島野｣ と放後まで搬い､天虫の弓にとまった金色の酌の

放つ光に目が舷んで滅ぼされ た､伝 税上 の rぞ くのか しら｣69である｡
だが､わずか 10年前のラマ タセ ンセ ンや ア リマ ンシケンとの抗争を､神代の r国生み｣

の r昔籍｣と同一視することは可能 だろうか｡ ｢現罪は､それが身近なものと恩はれない

までに変りきってゐたJと作者は書く｡ しか し､ r兇♯｣が r蝿蹄Jしていた凍台湾が､

r安全Jな r脊索官空間J-と ｢変りきって｣しまうまでに､どのようなノJが行岨された

のかと問うことが､実は盃要だったのではないか｡

が点き､即死者3名､負傷者3名の許容を出した.この事件は.､r事件の安定｣を頼っていた総督脚こ､
大きな衝撃を与えた.r台真庁の饗場で尊者事件着払 r台湾日日新報J1941年3月14日
+rAfQ鳥と金の頚jr初等科国防二J台稀挫骨府.1944年､pp.6-12.ちなみに金錦勲掛ま,この敬称
に基づいて作られたものである.
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原住民に対する ｢戦争｣と､それに続く強制的な集団移住や ｢国民教育｣ の暴力性を作

品に古き込むことは､1943年の時点では困難かもしれない｡それでもなお河野の記述は､

束台湾で発生した一連の出来事を､進か歴史の彼方-と押 しや り､ ｢伝説｣とい う唆味な

古薬をあてがう r忘却の暴力｣であることは､指摘 しておかねばならないだろう｡

もう一点､この小説の問題点を指摘するならば､重見直三の個人的な死が､生 者 た ち に

よって利用されていることである｡ごく個人的な理由で､つま り親の決めた結 婚 か ら 逃 れ

るために台湾にやって来て､生活の手段として辺部な土地での警察官を選んだ に す ぎ な い

托三の死 (それ 自体は痛ま しい悲劇であることは間違いない)は､｢私｣によって､｢この

中央山脈で台湾の統治に尊い血を捧げ､護国の人柱となって眠ってゐる｣と読み替えられ､

,G2.･7･からも ｢八通関道路沿線の英袋の碑を一々思ひ起 して､私は父の死が尊いものである

ことが分か｣ったと解釈 されてしまう｡

r吉鞄国の人柱｣としての r尊い｣死｡折 しも焼烈な戦いのさなかにあった大東亜戦争も､

新たな ｢同生み｣ と呼ばれ70､更なる ｢尊い｣死者を食欲に要求 していた｡直三のあくま

でも個人的な死までも r魂国の人柱｣にすり替える河野の輩は､まもなく戦地に赴 く順三

や縄砂叔功隊の冊年たちを､近い将来において ｢尊い｣死を死ぬべき存在 として､拘束し

て しまうのである｡

1943年 11月､｢大束並職やの完遂に輩を剣 として帝起せる戦士J71たることを決議 した

r巾解決恥文学会耗Jが関他された｡会蝕に参加 した河野康彦は､r台湾の文学も亦戦陣に

加はるためには大いなる脱皮をしなければならないのだ｡政である｡皇民文学としての硬

をしなければならないのだ｣72と感想を書き記 している｡この会議と時を同 じくして発表

された ｢房柏の蔭｣という ｢傑作｣(西川満)は､まさしく ｢皇民文学としての硬｣の名に

ふさわしい作品として､時代とともにその役割を終えたのである｡

TO今村冬三は､膨大な大東亜戦争期の詩から読み取れる戦争観として､｢大東亜戦争は神話の再現もしく
は別途であるとするものJを指摘している｡F幻影解 ｢大東亜戦争｣』半音房､1989年､p.59
7I台湾文学決戦会蝕 r決議Jr文芸台誇』終刊号､1941年 1月､p.37
72河野慶彦 ｢思想戦への結集J『文芸台湾JI終刊号､1941年1月､pp.55-57
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